
見本



・待ち時間に関して、予約枠内での診察開始を意識して取り組むとともに、予約枠内で複数の

患者さんを診ていることなどの診察状況を、患者さんに伝える取組を始めました。 

・院内たよりを発行し、各所属で実施している接遇研修を職員間で共有しました。また、例年

実施しているの希望者対象の接遇研修以外に、医師対象の接遇研修を企画・実施しました。

・病院だよりで、市民の皆さんに地域の基幹病院として急性期医療を提供していることや、専

門性の高い医療体制を推進していることが伝わるように、工夫して記事を掲載しました。 


